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1. はじめに 

「会話のリズム」「生活のリズム」というよう

に，人間は日常生活を営む上で何らかのリズム

を感じている．そのリズムをシステムによって

支援することで，行動や認知に良い影響を与え

ることが期待できるのではないか．この考えに

基づいてこれまで個人を対象として，単調な作

業の運動リズムの支援の研究を実施してきた．

その結果から，パーソナルテンポに基づく音響

リズムの支援の有効性が確認できた． 

本研究では支援対象を個人から複数人へと拡張

し，複数人における行動・認知の支援として，

会話支援を対象とする．初対面での会話や会議

などにおいて，会話にぎこちなさを感じること

がある．その違和感は,話者間の「間」の取り方

のずれや発話テンポに原因があると考えられ，

それらは話者のパーソナルテンポと相関関係が

あると報告されている．会話に潜在するテンポ

に焦点を当て，音響リズムによって効果的な支

援が可能かどうかを検証する． 

2. 研究動向 

2.1. パーソナルテンポについて 

 パーソナルテンポ（精神テンポ）とは個人

に固有の生体リズムのことであり，話したり歩

くといった日常の生活行動において，特に制約

のない自由な行動場面で自然に表出される個人

固有の速さのことを言う[1][2]． 

パーソナルテンポは生理学において古くから

研究されてきた原理であり，1900 年代前半には

すでに数多くの実験が行われていた．打拍の間

隔が 68bpm(bit per minute)～158bpm の間に存

在し，その中でも最も自然に感じられる「好み

のテンポ」の継起速度はおよそ 100bpm～120bpm

に収まると明らかにされている[1]． 

 

 

 

 

 

 

また，精神状態との相互作用によってテンポの 

速度が変動することも認められており，変動し

たテンポも変動要因が除去されると時間の経過

とともに元の状態へと戻る恒常性を持つことが

認められている．パーソナルテンポは生理機能

に由来せず，個人に固有のものであり，気分や

環境によって変動するとも報告されているが[3]，

いまだに不明な点が多い． 

パーソナルテンポが個人特有のものであるこ

とから，テンポが異なる他者との相互作用が問

題となる．「生活のリズム」「会話のリズム」

などの言葉が示すように，人間とリズムとの関

連は深く，人それぞれが自分のリズムを自覚し

ながら行動していることはわれわれの経験から

想像できる．そこから，自分の持つリズムに合

う・合わない，または他者のテンポと差が認め

られることで，行動に何らかの影響が及ぶと考

えられる． 

2.2. 音響リズムとの関係 

 音響リズムに関する研究や心理学的実験は多

く，中でも音楽的な視点からの研究論文は数多

く発表されている．運動リズムと音響リズムに

関する先行研究としては，音楽を聴きながら歩

行動作をする際に生まれるノリに見られる「引

き込み効果」を扱った研究などがある．リズム

は人間に同期反応を誘発しやすく，音響リズム

は運動リズムを引き起こし，運動リズムは音響

リズムを引き起こすと報告されている[4]． 

昨年度にパーソナルテンポを基とした音響リ

ズムを用い，個人の単純な運動リズム（包丁で

食材を切る作業）を対象とした検証実験を行っ

た．その結果，速いテンポが「やる気」という

心理状態に影響することが確認できた（図 1 を

参照) ．このことから，パーソナルテンポを音

響リズムによって調整できれば，心理状態によ

い影響を与えられると期待できる． 

2.3. 会話とパーソナルテンポ 

他者とのコミュニケーションにおいて，パー

ソナルテンポを題材として挙げている研究例と

して，話者間のパーソナルテンポの差とコミュ

ニケーションの円滑度との関係を調べた研究が
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図 1. 心理状態とパーソナルテンポの相関図 

 

ある[5]．この研究では，対話を行っている 2 者

間での交替潜時に話者のパーソナルテンポが関

連していることを示したものである．先発して

発話を行っている話者の発話テンポが，後発の

話者の発話開始タイミングを規定し，類似した

リズム感を持つもの同士でのコミュニケーショ

ンは初期段階から同調傾向が見られるとの報告

がなされている．また、2 者が円滑にコミュニケ

ーションを行うには，お互いの「間」の認識に

ついての相互理解が重要とも示されており，話

者交替時の発話までの「間」が話者の発話テン

ポと相関関係がみられることから，話者間の発

話テンポの差異を抽出し，テンポのずれを調節

するようにシステムによって支援することで，

より円滑に会話ができると考えられる． 

3. 会話の支援 

本研究では，パーソナルテンポを基とした音

響リズムによって，複数人の行動や認知を支援

するシステムの構築を目標とする．2 名での対話

を音響リズムで支援することで、会話行動にど

のような影響があるかを検証する． 

音響リズムには，ドラムリズムパターンを用い

る．音響リズムとして音楽を用いる方法もある

が，音楽を用いた場合，リズム支援の効果だけ

ではなく，メロディーや、その楽曲に対しての

好みや思い入れなどが反映され，リズムだけの

効果を調べることができない．よって今回はリ

ズムによる引き込み効果を検証するためドラム

リズムにて支援を行う． 

支援方法として，まず 2 名の話者のパーソナル

テンポ，発話テンポを計測し，そのテンポの差

異を分析する．その分析データから，支援音響

リズムの速度を決定して提供し，会話リズムへ

の影響を調べる．システムの具体的な詳細や，

最適な音響リズムの速度を選ぶ条件は現在検討

中である．支援のモデルを図 2 に示す． 

4. 検証 

提案内容を基に複数人のリズム支援として，

対話について検証を行う．今回は 2 名に対象を

絞り，評価実験を行う．現在，予備調査として

ストレスメーター(唾液アミラーゼモニター：

NIPRO)を用い，対話中のリズム支援が話者の心

理にどう影響を与えているか，支援リズムの速

度はどの条件が最適かを調べるための評価実験

を実施しており，今後この結果に基づいて効果

的な支援方法を検討し実装する予定である． 

 
図 2 : 支援モデル 

 

5. 今後の展望 

 今後，2者間の会話行動において，最適な会話

リズムの支援方法と，最適な音響リズムの速度

条件を検証によって明らかにしていきたい．ま

た支援対象を2者から更に増やし，将来的には多

人数の行動を支援するシステムの構築を目指す． 
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